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思考力を育てるためには思考をさせる以外に

ない。恰も、水泳ができるようにするためには、

水の中へ入れて泳がせる以外に手がないと同様

である。水の中で泳がせるといっても、ただ水の

中へほうりこむことだけではない。そんなことを

したらおばれ死んでしまう。だから極めて基礎的

なことから、だんだん教えこんで行くわけである。

その段階は極めて細かくきざんでやることはみ

んなよく知っている。 

社会について、思考をするということは、ちょ

うどそれと同じようにして育てられるものであ

る。やはり基礎的なことからだんだん積みあげて

行くのである。泳ぐというのは、水の中で泳ぐよ

うに、あるものに対して行動の仕方をおぼえるこ

とである。水との関係で身体の動かし方をきめる

のである。社会では何に対して思考の仕方をきめ

るのか。それは社会現象といわれるものである。

いわば社会現象という水の中で、泳ぎ方つまり思

考の仕方を身につけるのである。 

 社会現象について思考するというこの考え方

はまだ歴史的に新しい考え方である。それでなか

なか身につかないのである。社会科がそういう点

で弱いのは致し方のない事だともいえよう。その

点では、教師も生徒も、これからそういう修業を

する段階なのである。 

 まず第一に、社会の現象として物をみるという

見方を訓練しなければならない。われわれの目に

うつるものは全体的なものが目にうつるのであ

って、決して社会現象が目にうつるのではない。

それをもの
．．

でなく社会現象として見るという訓

練もなかなかむずかしいことである。そういう訓

練もごく基礎的なことであるから、たえずそうい

う見方を生徒に自覚させることが必要である。も

っとも意識しては社会現象として見ないが、現実

的にはそうやっているということも多いのであ

る。社会科はそれを体系的にやっているのである。

たとえば、われわれは日本の農業というようなも

のの言い方をするが、実際に日本の農業というも

のを見ることはできない。一人一人の百姓が仕事

をする所だったり、田畑だったりが見えるのであ

る。しかしそれを日本の農業のあらわれとして見

ているのである。また日本の農業を全体として見

るために、統計をつかったりする。それは単に数

字でしかないが、それを日本の農業をあらわすも

のとして見ている。こういうものの見方は抽象的

な見方というのであろうが、そういう見方を育て

ることはたいせつなことである。 

 そういう現象としてみる見方の上に、こんどは

それをならべて様々に関係をつけてものを考え

ているのである。その現象の関係のつけ方を訓練

することがたいせつである。こういうことも、こ

れ迄あまり重視されていなかった。話は古くなる

が、カントが物理学の成立するためのものの考え

方として１２の範疇というものを述べている。そ

れは、自然現象をみて、これを判断していく時に

人間が使う思考の方式といったものである。われ

われは、判断の結果は、これは何々であるという

風に表現するが、その判断は、例えば、数量に関
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しては、1 つであるか、多数であるかという風に

判断する。或は物のあり方についての判断として、

可能なのか、不可能なのか、或は存在するか存在

しないか、或は必然的なのか、偶然なのか、など

という風に判断する。そういうものの組み合わせ

で、理論がくみ立てられて行く。そういう思考の

方式をカントは１２出している。この１２自体は

いろいろ問題もあるが、私が言いたいのは、一つ

一つの現象を見て、そこで考えて行くときに、ど

ういう思考をしているのかということをはっき

りさせなくてはならぬ。そういうことがあいまい

で、理くつを言って居てはよくわからないことを

言っていることになるのである。そういう厳密な

訓練をすることがたいせつである。 

 もう一つ最後に、これまでのような一斉授業で,

話し合いをしているだけでは、一人一人の子供が、

厳密にそういう思考をやっているかどうかはわ

からない。５０人もが話し合っていては、或は教

師との問答をしていては本当に責任をもって、現

象を判断して理論の筋道をたて思考している子

供は幾人もいないであろう。それでは結局ルーズ

な甘い考え方で、物事を考えるくせがついてしま

う。従来の社会科の授業では、この点が一番忘れ

られていたことである。結局は教師一人が考えて

いることになってしまって、子供が考える努力を

していないことになる。如何に教師がきめの細か

い計画を立てても、授業の所で、一切がくずれて

いる。一人一人の思考をどう育てるかを考えなけ

ればすべてが無駄になるのである。

 


